
総合特区支援

利子補給金

特徴 ○アジア最大・最強の航空宇宙産業クラスターを形成し、先端技術集約型産業である「航空宇宙産業」を振興。

○自動車に続く次世代産業として育成し、「技術立国・日本」の成長・発展を牽引することを目指す。

特定国際戦略事業の一覧

【国際戦略総合特区】 アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区
（愛知県・岐阜県・三重県・長野県・静岡県 他）

○ボーイング７８７等量産事業 ○関連中小企業の効率的な生産・供給体制構築事業

○ＭＲＪプロジェクト事業 ○ボーイング７７７Ｘ開発・量産事業 ○宇宙機器開発・供給事業

金融支援以外の主な支援措置金融支援措置
アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区推進協議会の構成員である指定金融機

関が、「航空宇宙産業」の振興や「技術立国・日本」の成長・発展に資する事業に必要な
資金を貸し付け、製造コスト低減による国際競争力アップ、中小企業の新規参入・販路開
拓支援に係る取組を行っていく。

○規制の特例措置
→既存工場増築に関わる建築規制の緩和
○税制支援

→設備等投資促進税制の適用により、企業の設備投資が促進
○財政支援
→高年齢雇用継続給付金を活用し、ベテラン労働者の雇用を継続

利子補給金活用実績

（令和5年12月末現在）

○事業件数：79件

利子補給金
内閣府

融 資

事業者

アルミやチタンの切削加工機械を導入す
ることにより、ボーイング777X開発・量産
事業の構造部品の円滑な供給体制の形成
に寄与する。

（貸付額：約3億円/利子補給金総額：約500万円）
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